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(57)【要約】
【課題】送信履歴に記憶された電子メールアドレスを容
易に受信許可リストに記憶させたり、そのアドレスを受
信拒否リストから容易に削除させたりする。
【解決手段】電子メール送受信部は、電子メールを送信
し（ステップＳ１０７）、その電子メールの宛先電子メ
ールアドレスを電子メール送信履歴に記憶させ（ステッ
プＳ１０８）、その宛先電子メールアドレスを送信元と
する電子メールを受信するように、受信許可リストと、
受信拒否リストとを設定する（ステップＳ１０９）。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　入力手段と、
電子メールアドレスを記憶する受信許可電子メールアドレス記憶手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスを前記受信許可電子メ
ールアドレス記憶手段に記憶させる受信許可電子メールアドレス編集手段と、
電子メールを送信し、その送信された電子メールの宛先の電子メールアドレスを前記受信
許可電子メールアドレス記憶手段に記憶させる電子メール送信手段と、
電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信された電子メールアドレス
が前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本
文を受信する電子メール受信手段と
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項２】
　入力手段と、
電子メールアドレスを記憶する送信履歴記憶手段と、
電子メールアドレスを記憶する受信許可電子メールアドレス記憶手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスを前記受信許可電子メ
ールアドレス記憶手段に記憶させ、また、前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記
憶された電子メールアドレスを前記入力手段の所定の操作に従って削除させる受信許可電
子メールアドレス編集手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスに宛てて、または、前
記送信履歴記憶手段に記憶された電子メールアドレスに宛てて電子メールを送信し、その
送信された電子メールの宛先の電子メールアドレスを前記送信履歴記憶手段に記憶させ、
更に、その電子メールアドレスを前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶させる
電子メール送信手段と、
前記送信履歴記憶手段に記憶された電子メールアドレスを前記入力手段の所定の操作に従
って削除させ、更に、その電子メールアドレスが前記受信許可電子メールアドレス記憶手
段に記憶されている場合、その電子メールアドレスを前記受信許可電子メールアドレス記
憶手段から削除させる送信履歴削除手段と、
電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信された電子メールアドレス
が前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本
文を受信する電子メール受信手段と
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項３】
　表示手段を更に有し、
前記電子メール送信手段は、前記電子メールアドレスを前記受信許可電子メールアドレス
記憶手段に記憶させる際、所定の識別情報を関連付けて記憶させ、
前記受信許可電子メールアドレス編集手段は、前記所定の識別情報が関連付けられて前記
受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶された電子メールアドレスを前記表示手段に
表示する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の通信装置。
【請求項４】
　前記受信許可電子メールアドレス記憶手段は、更に、電子メールアドレスのドメイン名
及び／またはドメイン名の一部を記憶し、
前記受信許可電子メールアドレス編集手段は、更に、電子メールアドレスのドメイン名及
び／またはドメイン名の一部を前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶させ、
前記電子メール受信手段は、電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受
信された電子メールアドレスのドメイン名及び／またはドメイン名の一部が前記受信許可
電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本文を受信する
ことを特徴とする請求項１または請求項２に記載の通信装置。
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【請求項５】
　入力手段と、
電子メールアドレスを記憶する受信拒否電子メールアドレス記憶手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスを前記受信拒否電子メ
ールアドレス記憶手段に記憶させる受信拒否電子メールアドレス編集手段と、
電子メールを送信し、その送信された電子メールの宛先の電子メールアドレスが前記受信
拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールアドレスを前記
受信拒否電子メールアドレス記憶手段から削除させる電子メール送信手段と、
電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信された電子メールアドレス
が前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本
文を受信しない電子メール受信手段と
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項６】
　入力手段と、
電子メールアドレスを記憶する送信履歴記憶手段と、
電子メールアドレスを記憶する受信拒否電子メールアドレス記憶手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスを前記受信拒否電子メ
ールアドレス記憶手段に記憶させ、また、前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記
憶された電子メールアドレスを前記入力手段の所定の操作に従って削除させる受信拒否電
子メールアドレス編集手段と、
前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールアドレスに宛てて、または、前
記送信履歴記憶手段に記憶された電子メールアドレスに宛てて電子メールを送信し、その
送信された電子メールの宛先の電子メールアドレスを前記送信履歴記憶手段に記憶させ、
更に、その電子メールアドレスが前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されて
いる場合、その電子メールアドレスを前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段から削除
させる電子メール送信手段と、
前記送信履歴記憶手段に記憶された電子メールアドレスを前記入力手段の所定の操作に従
って削除させ、更に、その電子メールアドレスを前記受信拒否電子メールアドレス記憶手
段に記憶させる送信履歴削除手段と、
電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信された電子メールアドレス
が前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本
文を受信しない電子メール受信手段と
を有することを特徴とする通信装置。
【請求項７】
　表示手段を更に有し、
前記電子メール送信手段は、前記電子メールアドレスを前記受信拒否電子メールアドレス
記憶手段に記憶させる際、所定の識別情報を関連付けて記憶させ、
前記受信拒否電子メールアドレス編集手段は、前記所定の識別情報が関連付けられて前記
受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶された電子メールアドレスを前記表示手段に
表示する
ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載の通信装置。
【請求項８】
　前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段は、更に、電子メールアドレスのドメイン名
及び／またはドメイン名の一部を記憶し、
前記受信拒否電子メールアドレス編集手段は、更に、電子メールアドレスのドメイン名及
び／またはドメイン名の一部を前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶させ、
前記電子メール受信手段は、電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受
信された電子メールアドレスのドメイン名及び／またはドメイン名の一部が前記受信拒否
電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メールの本文を受信しない
ことを特徴とする請求項５または請求項６に記載の通信装置。
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【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、通信装置に係り、特に、電子メールを受信する処理に関する。
【背景技術】
【０００２】
　通信装置、例えば、移動通信端末装置に宛てて送信された電子メールの中には、その装
置の使用者が受信を望まない電子メールが含まれることがある。例えば、その装置の使用
者が全く興味がない商品の宣伝を目的とする電子メールであり、これらの電子メールは、
迷惑メールと称され、また、スパムメールと称されることがある。
【０００３】
　そこで、電子メールの送受信を行う通信装置は、受信する電子メールにフィルタをかけ
ることが知られている。即ち、その装置は、電子メールアドレスを記憶する受信許可リス
トを有し、受信許可リストに記憶された電子メールアドレスから送信された電子メールに
限って受信する。また、通信装置は、電子メールアドレスを記憶する受信拒否リストを有
し、受信拒否リストに記憶された電子メールアドレスから送信された電子メールを受信し
ない。
【０００４】
　また、通信装置から送信された電子メールの宛先である電子メールアドレスから送信さ
れた電子メールは、その通信装置の使用者にとって迷惑メールでないと考えられるので、
その通信装置は、その装置内に記憶された電子メールの送信履歴に含まれる電子メールア
ドレスから送信された電子メールを併せて受信する処理が知られている（例えば、特許文
献１参照。）。
【特許文献１】特開２００３－１５０５１２号公報（第２－３頁、図１）
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、上述した特許文献１に開示されている方法では、電子メールを受信する
か否かの判断に多くの電子メールアドレスリスト、例えば、受信許可リストと送信履歴と
を参照する必要があり、長時間の処理が必要である問題点があった。特に、送信履歴は、
電子メールが送信された時刻順にその電子メールの宛先電子メールアドレスが記憶され、
かつ、同じ電子メールアドレスが重複して記憶されることがあるので、この問題点は顕著
である。
【０００６】
　本発明は、上記問題点を解決するためになされたもので、送信履歴に記憶された電子メ
ールアドレスを容易に受信許可リストに記憶させたり、そのアドレスを受信拒否リストか
ら容易に削除させたりすることができる通信装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記目的を達成するために、本発明の通信装置は、入力手段と、電子メールアドレスを
記憶する受信許可電子メールアドレス記憶手段と、前記入力手段の所定の操作によって入
力された電子メールアドレスを前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶させる受
信許可電子メールアドレス編集手段と、電子メールを送信し、その送信された電子メール
の宛先の電子メールアドレスを前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶させる電
子メール送信手段と、電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信され
た電子メールアドレスが前記受信許可電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合
、その電子メールの本文を受信する電子メール受信手段とを有することを特徴とする。
【０００８】
　また、本発明の通信装置は、入力手段と、電子メールアドレスを記憶する受信拒否電子
メールアドレス記憶手段と、前記入力手段の所定の操作によって入力された電子メールア
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ドレスを前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶させる受信拒否電子メールアド
レス編集手段と、電子メールを送信し、その送信された電子メールの宛先の電子メールア
ドレスが前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メー
ルアドレスを前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段から削除させる電子メール送信手
段と、電子メールの送信元の電子メールアドレスを受信し、その受信された電子メールア
ドレスが前記受信拒否電子メールアドレス記憶手段に記憶されている場合、その電子メー
ルの本文を受信しない電子メール受信手段とを有することを特徴とする。
【発明の効果】
【０００９】
　本発明によれば、送信履歴に記憶された電子メールアドレスを容易に受信許可リストに
記憶させたり、そのアドレスを受信拒否リストから容易に削除させたりすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１０】
　以下に、本発明による通信装置の実施の形態を、図面を参照して説明する。
【００１１】
（第１の実施形態）
　図１は、本発明の第１の実施形態に係わる通信装置が適用された移動通信端末装置の構
成を示すブロック図である。
【００１２】
　この移動通信端末装置は、移動通信網（図示せず）を介した通信を行う装置であって、
装置全体の制御を行う制御部１１と、基地局（図示せず）との間で電波の送受を行うアン
テナ１２ａと、通信部１２ｂと、送受信部１３と、受話音声発生用のスピーカ１４ａと、
送話音声入力用のマイクロフォン１４ｂと、通話部１４ｃと、表示部１５と、入力装置１
６とを備える。
【００１３】
　この移動通信端末装置は、更に、電子メール送受信部２１と、電子メール記憶部２２と
、許否リスト編集部２３とを備える。電子メール記憶部２２には、受信された電子メール
が含まれる電子メール実体２２ａと、送信された電子メールの宛先の電子メールアドレス
が含まれる電子メール送信履歴２２ｂと、受信が許可される電子メールの送信元電子メー
ルアドレスが含まれる受信許可リスト２２ｃと、受信が拒否される電子メールの送信元電
子メールアドレスが含まれる受信拒否リスト２２ｄとが記憶される。
【００１４】
　上記のように構成された、本発明の実施形態に係る移動通信端末装置の各部の動作を、
図１を参照して説明する。通信部１２ｂは、アンテナ１２ａによって受信された高周波信
号を送受信部１３へ出力し、また、送受信部１３から出力された高周波信号をアンテナ１
２ａより送信する。
【００１５】
　送受信部１３は、通信部１２ｂからの高周波信号を増幅、周波数変換及び復調し、それ
によってデジタル信号を得て、得られた通話音声信号を通話部１４ｃに、着信信号を含む
制御信号を制御部１１に、電子メールを電子メール送受信部２１に送る。
【００１６】
　更には、送受信部１３は、デジタル信号、即ち、通話部１４ｃから出力された通話音声
信号、制御部１１から出力された制御信号、及び電子メール送受信部２１から出力された
電子メールを変調、周波数変換及び増幅し、高周波信号を得て、それを通信部１２ｂに送
って送信させる。
【００１７】
　通話部１４ｃは、送受信部１３から出力されたデジタル音声信号をアナログ音声信号に
変換し、それを増幅してスピーカ１４ａに送る。また、マイクロフォン１４ｂから出力さ
れたアナログ音声信号を増幅し、それをデジタル音声信号に変換して送受信部１３に送信
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する。
【００１８】
　表示部１５は、例えば、ＬＣＤであり、制御部１１に制御されることで、文字・数字や
映像データの表示動作を行い、表示されているデータは、入力装置１６からの入力操作や
着信信号に応答して制御部１１からの指示を受けることで切換わる。
【００１９】
　入力装置１６は、通信相手の電話番号などを指定するため、また、送信される電子メー
ルをトグル方式の文字入力によって作成するための数字キーと複数の機能キーを含むキー
からなる。そして、入力装置１６のキーが操作されると、そのキーの識別子が制御部１１
に通知され、制御部１１によって、表示部１５に文字として表示され、または、制御が行
われる。
【００２０】
　電子メール送受信部２１は、電子メールの送受信を行う処理部であり、入力装置１６の
所定のキー操作に基づいた制御部１１からの指示によって動作を開始し、電子メールを送
信する。即ち、入力装置１６の所定のキー操作に従って、電子メールの宛先電子メールア
ドレスと、件名と、本文とを入力する。そして、入力された件名と、本文とを、入力され
た宛先電子メールアドレスに宛てて、送受信部１３に指示してメールサーバ装置へ送信さ
せる。また、電子メールの宛先電子メールアドレスは、電子メール送信履歴２２ｂを表示
部１５に一覧表示させ、その中から入力装置１６の所定のキー操作に従って選択しても良
い。
【００２１】
　この電子メールは、通信部１２ｂ、アンテナ１２ａ、基地局、更に、移動通信網を介し
てメールサーバ装置（図示せず）に送信される。また、電子メール送受信部２１は、送信
された電子メールの宛先電子メールアドレスを電子メール送信履歴２２ｂとして電子メー
ル記憶部２２に記憶させる。また、その宛先電子メールアドレスから送信された電子メー
ルは受信されるように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを
更新記憶させることがある。
【００２２】
　また、電子メール送受信部２１は、制御部１１が電子メール着信信号を受信したことを
契機とする制御部１１からの指示によって動作を開始し、メールサーバ装置から送信され
た電子メールの送信元電子メールアドレスを含むその電子メールのヘッダを受信する。そ
して、その送信元電子メールアドレスによって、上記電子メールを受信するか否かを判断
する。この判断にあたり、電子メール送受信部２１は、受信許可リスト２２ｃ及び受信拒
否リスト２２ｄを参照する。
【００２３】
　その電子メールを受信すると判断された場合、電子メール送受信部２１は、メールサー
バ装置にその判断を通知し、その通知に応じてメールサーバ装置から送信されたその電子
メールの本文と、その電子メールに添付ファイルが添付されていれば、その添付ファイル
とを受信する。そして、その本文と添付ファイルとを、既に受信されたその電子メールの
ヘッダと併せて電子メール実体２２ａとして電子メール記憶部２２に記憶させる。一方、
その電子メールを受信しないと判断された場合、メールサーバ装置にその判断を通知し、
既に受信されたその電子メールのヘッダを破棄する。
【００２４】
　また、電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操作に基づいた制御部１
１からの指示によって動作を開始し、電子メール実体２２ａに含まれる電子メールを表示
部１５に表示させる。また、電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操作
に従って、上記識別される電子メール実体２２ａを削除する。更に、電子メール実体２２
ａの送信元の電子メールアドレスから送信された電子メールは受信されないように、受信
許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させることがある。
【００２５】
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　更に、電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操作に基づいた制御部１
１からの指示によって動作を開始し、電子メール送信履歴２２ｂである電子メールアドレ
スを表示部１５に表示させる。そして、入力装置１６の所定のキー操作に従って、指定さ
れた電子メールアドレスを削除する。そして、この削除に併せて、その削除された電子メ
ールアドレスを送信元電子メールアドレスとする電子メールは受信されないように、受信
許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させることがある。
【００２６】
　許否リスト編集部２３は、受信許可リスト２２ｃに含まれる電子メールアドレスと、受
信拒否リスト２２ｄに含まれる電子メールアドレスを編集する。即ち、入力装置１６の所
定のキー操作に基づいた制御部１１からの指示によって動作を開始し、入力装置１６の所
定のキー操作に従って、受信許可リスト２２ｃに含まれる電子メールアドレスと、受信拒
否リスト２２ｄに含まれる電子メールアドレスとの追加、削除、更新を行って、電子メー
ル記憶部２２に更新記憶させる。
【００２７】
　以下、本発明の実施形態に係わる移動通信端末装置の電子メール送受信部２１による、
電子メールの送信元電子メールアドレスによって、その電子メールを受信するか否かを判
断する処理に係る各部の動作を説明する。
【００２８】
　図２は、電子メール記憶部２２に記憶される電子メール実体２２ａの構成の一例を示す
。この電子メール実体２２ａは、受信日時２２ｆと、送信元電子メールアドレス２２ｇと
、件名２２ｈと、本文２２ｉと、添付ファイル２２ｊとが関連付けられた情報からなり、
１組の関連付けられた情報が１通の受信された電子メールである。
【００２９】
　受信日時２２ｆは、電子メールのヘッダに含まれる日時（Date）である。または、その
電子メールが受信された際の日時である。送信元電子メールアドレス２２ｇは、その電子
メールの送信元である電子メールアドレスである。件名２２ｈは、その電子メールのヘッ
ダに含まれる件名（Subject）である。本文２２ｉは、その電子メールの本文である。添
付ファイル２２ｊは、その電子メールに添付された添付ファイルである。
【００３０】
　なお、図２では、受信日時２２ｆと、送信元電子メールアドレス２２ｇと、件名２２ｈ
と、本文２２ｉと、添付ファイル２２ｊとが連続して記憶され、かつ、関連付けられた情
報が連続して記憶されるように図示したが、これは理解を容易にするためであって、これ
に限るものではない。例えば、離散して記憶され、離散した部分の間をポインターで結ぶ
構成としても良い。
【００３１】
　特に、添付ファイルは、記憶に必要な記憶容量が大きい可能性があるので、別の添付フ
ァイル記憶専用の記憶部に記憶され、添付ファイル２２ｊには、添付ファイル記憶専用の
記憶部のアドレスを指すポインターが記憶されるとしても良い。または、添付ファイルは
、制御部１１の機能の一部であるファイルシステムの管理機能によってファイルとして記
憶され、添付ファイル２２ｊには、そのファイルを識別する情報が記憶されるとしても良
い。
【００３２】
　図３は、電子メール記憶部２２に記憶される電子メール送信履歴２２ｂの一例を示す。
この電子メール送信履歴２２ｂは、所定個数以内の電子メールアドレスからなり、それら
の電子メールアドレスは、電子メール送受信部２１によって送信された電子メールの宛先
である電子メールアドレスである。
【００３３】
　１通の電子メールが複数の宛先に送信された場合、それらの複数の宛先の電子メールア
ドレスが記憶される。そして、電子メールアドレスが記憶された時刻順を保って、同じ電
子メールアドレスが重複することを妨げずに記憶される。例えば、近い過去に記憶された
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電子メールアドレスが先にアクセスされるように記憶される。
【００３４】
　図４は、電子メール記憶部２２に記憶される受信許可リスト２２ｃの構成の一例を示す
。この受信許可リスト２２ｃは、種別２２ｍと、受信許可電子メールアドレス２２ｎとが
関連付けられた情報からなる。
【００３５】
　種別２２ｍは、「履歴」、「編集」、または、この両者である。「履歴」は、関連付け
られた受信許可電子メールアドレス２２ｎが、電子メール送信履歴２２ｂに起因して記憶
されたものであることを示す。また、「編集」は、関連付けられた受信許可電子メールア
ドレス２２ｎが、許否リスト編集部２３の動作によって記憶されたものであることを示す
。
【００３６】
　種別２２ｍが「履歴」及び「編集」である場合（図４では、この場合、「履歴、編集」
と表記した。）、関連付けられた受信許可電子メールアドレス２２ｎが、電子メール送信
履歴２２ｂに起因して記憶され、かつ、許否リスト編集部２３の動作によって記憶された
ものであることを示す。
【００３７】
　受信許可電子メールアドレス２２ｎは、電子メールアドレスであり、受信許可電子メー
ルアドレス２２ｎを送信元電子メールアドレスとする電子メールは、受信されることを示
す。なお、受信許可電子メールアドレス２２ｎは、電子メールアドレスの一部であるドメ
イン名、または、ドメイン名の一部であっても良い。この場合、送信元電子メールアドレ
スのドメイン名が受信許可電子メールアドレス２２ｎである、または、送信元電子メール
アドレスのドメイン名の一部が受信許可電子メールアドレス２２ｎである電子メールは、
受信されることを示す。
【００３８】
　例えば、図４で、「＊＠ｐｐ．ｐｐ．ｐｐ」なる受信許可電子メールアドレス２２ｎは
、送信元電子メールアドレスのドメイン名が「ｐｐ．ｐｐ．ｐｐ」である電子メールは、
受信されることを示す。また、「．ｑｑ」なる受信許可電子メールアドレス２２ｎは、送
信元電子メールアドレスのドメイン名の一部であるトップレベルドメイン（ドメイン名は
、「．」によって分割されるが、トップレベルドメインは、分割された後、最も右の項目
。）が「ｑｑ」である電子メールは、受信されることを示す。
【００３９】
　なお、図４では、種別２２ｍと、受信許可電子メールアドレス２２ｎとが連続して記憶
され、かつ、関連付けられた情報が連続して記憶されるように図示したが、これは理解を
容易にするためであって、これに限るものではない。例えば、離散して記憶され、離散し
た部分の間をポインターで結ぶ構成としても良い。
【００４０】
　また、受信許可リスト２２ｃは、受信許可電子メールアドレス２２ｎによってソートさ
れて記憶されることが望ましい。また、インデックスが付されても良いし、ハッシングの
上、記憶されても良い。ソートの順は、電子メールアドレスによっても良く、ドメイン名
または、ドメイン名の一部によっても良い。
【００４１】
　図５は、電子メール記憶部２２に記憶される受信拒否リスト２２ｄの一例を示す。この
受信拒否リスト２２ｄは、種別２２ｐと、受信拒否電子メールアドレス２２ｑとが関連付
けられた情報からなる。
【００４２】
　種別２２ｍは、「受信」、「編集」または、この両者である。「受信」は、関連付けら
れた受信拒否電子メールアドレス２２ｑが、電子メール送受信部２１によって受信された
電子メールの送信元電子メールアドレスに起因して記憶されたものであることを示す。ま
た、「編集」は、関連付けられた受信拒否電子メールアドレス２２ｑが、許否リスト編集
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部２３の動作によって記憶されたものであることを示す。
【００４３】
　種別２２ｍが「受信」及び「編集」である場合（図５では、この場合、「受信、編集」
と表記した。）、関連付けられた受信拒否電子メールアドレス２２ｑが、電子メール送受
信部２１によって受信された電子メールの送信元電子メールアドレスに起因して記憶され
、かつ、許否リスト編集部２３の動作によって記憶されたものであることを示す。
【００４４】
　受信拒否電子メールアドレス２２ｑは、電子メールアドレスであり、受信拒否電子メー
ルアドレス２２ｑを送信元電子メールアドレスとする電子メールは、受信されないことを
示す。なお、受信拒否電子メールアドレス２２ｑは、電子メールアドレスの一部であるド
メイン名、または、ドメイン名の一部であっても良い。この場合、送信元電子メールアド
レスのドメイン名が受信拒否電子メールアドレス２２ｑである、または、送信元電子メー
ルアドレスのドメイン名の一部が受信拒否電子メールアドレス２２ｑである電子メールは
、受信されないことを示す。
【００４５】
　例えば、図５で、「＊＠ｂｂ．ｂｂ．ｂｂ」なる受信拒否電子メールアドレス２２ｑは
、送信元電子メールアドレスのドメイン名が「ｂｂ．ｂｂ．ｂｂ」である電子メールは、
受信されないことを示す。また、「＊．ｐｐ．ｐｐ」なる受信拒否電子メールアドレス２
２ｑは、送信元電子メールアドレスのドメイン名の一部であって、右の２つの項目が「ｐ
ｐ．ｐｐ」である電子メールは、受信されないことを示す。更に、「ｐｐ」なる受信拒否
電子メールアドレス２２ｑは、送信元電子メールアドレスのドメイン名の一部であるトッ
プレベルドメインが「ｐｐ」である電子メールは、受信されないことを示す。
【００４６】
　なお、送信元電子メールアドレスのドメイン名の一部であるトップレベルドメインが「
ｐｐ」である電子メールが受信されない場合、送信元電子メールアドレスのドメイン名の
一部であって、右の２つの項目が「ｐｐ．ｐｐ」である電子メールは、当然に受信されな
い。しかし、図５に示すように、一方のドメイン名またはドメイン名の一部が、他方のド
メイン名の一部を含むことは、何ら支障をきたさない。
【００４７】
　なお、図５では、種別２２ｐと、受信拒否電子メールアドレス２２ｑとが連続して記憶
され、かつ、関連付けられた情報が連続して記憶されるように図示したが、これは理解を
容易にするためであって、これに限るものではない。例えば、離散して記憶され、離散し
た部分の間をポインターで結ぶ構成としても良い。
【００４８】
　また、受信拒否リスト２２ｄは、受信拒否電子メールアドレス２２ｑによってソートさ
れて記憶されることが望ましい。また、インデックスが付されても良いし、ハッシングの
上、記憶されても良い。ソートの順は、電子メールアドレスによっても良く、ドメイン名
または、ドメイン名の一部によっても良い。
【００４９】
　次に、電子メール送受信部２１が、電子メールを送信した際、電子メール記憶部２２に
記憶された情報を更新する動作、即ち、宛先電子メールアドレスを送信元とする電子メー
ルは受信するように電子メール記憶部２２に記憶された情報を更新する動作を説明する。
図６は、電子メール送受信部２１が電子メールを送信する動作のフローチャートを示す。
【００５０】
　電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操作に基づいた制御部１１から
の指示によって、電子メールの送信動作を開始する（ステップＳ１０１）。そして、入力
装置１６の所定のキー操作に従って、送信する電子メールの宛先電子メールアドレスは、
電子メール送信履歴２２ｂを参照して選択するか否かを判断する（ステップＳ１０２）。
【００５１】
　電子メール送信履歴２２ｂを参照すると判断された場合、電子メール送受信部２１は、
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電子メール送信履歴２２ｂを表示部１５に表示させる（ステップＳ１０３）。ここで、近
い過去に記憶された電子メール送信履歴２２ｂを少ない操作で選択できる位置に表示する
。遠い過去に記憶された電子メール送信履歴２２ｂを選択するためには、必要な操作が多
いこともあって良い。なぜなら、最近に電子メールを送信した電子メールアドレスに再び
電子メールを送信することが多いので、最近に記憶された電子メール送信履歴２２ｂの選
択を容易に行えることが望ましいからである。
【００５２】
　次に、電子メール送受信部２１は、表示部１５に表示された電子メール送信履歴２２ｂ
の中から１つ、または複数を入力装置１６の所定のキー操作に従って選択して、宛先電子
メールアドレスとする（ステップＳ１０４）。
【００５３】
　一方、ステップＳ１０２で、電子メール送信履歴２２ｂを参照しないと判断された場合
、電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操作に従って、１つ、または複
数の宛先電子メールアドレスを入力する（ステップＳ１０５）。なお、ステップＳ１０４
の宛先電子メールアドレスの選択と、ステップＳ１０５の宛先電子メールアドレスの入力
とは、排他的ではなく、両者が行われても良い。
【００５４】
　ステップＳ１０４の宛先電子メールアドレスの選択、またはステップＳ１０５の宛先電
子メールアドレスの入力の後、電子メール送受信部２１は、入力装置１６の所定のキー操
作に従って、電子メールの件名と、本文とを入力し（ステップＳ１０６）、入力された件
名と、本文とを、上記宛先電子メールアドレスに宛てて、送受信部１３に送信させる（ス
テップＳ１０７）。
【００５５】
　次に、電子メール送受信部２１は、上記宛先電子メールアドレスを電子メール送信履歴
２２ｂとして電子メール記憶部２２に記憶させる（ステップＳ１０８）。この記憶させる
際、記憶された時刻順を保って記憶させる。また、電子メール送信履歴２２ｂに記憶され
る電子メールアドレスの数は所定個数以内であるため、ステップＳ１０８の記憶動作によ
ってその所定個数を超える場合、電子メール送受信部２１は、最も遠い過去に記憶された
電子メールアドレスを削除する。
【００５６】
　なお、この削除処理に伴って、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト
２２ｄが更新記憶されることはない。この削除動作は、記憶容量に係ることであり、使用
者が受信を望まない電子メールとは何ら関係がないからである。なお、電子メール送信履
歴２２ｂに記憶される電子メールアドレスの削除に伴って、受信許可リスト２２ｃ、及び
／または、受信拒否リスト２２ｄが更新記憶されることがある動作については、後述する
。
【００５７】
　次に、上記宛先電子メールアドレスから送信された電子メールは受信されるように、記
憶されている受信許可リスト２２ｃ及び受信拒否リスト２２ｄに従って、受信許可リスト
２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させ（ステップＳ１０９）、電
子メール送信動作を終了する（ステップＳ１１０）。
【００５８】
　電子メール送受信部２１のステップＳ１０９の動作を説明する。図７は、電子メール送
受信部２１のステップＳ１０９の受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト
２２ｄを更新記憶させる動作のフローチャートを示す。電子メール送受信部２１は、この
更新記憶させる動作を開始して（ステップＳ１２１）、宛先電子メールアドレスが受信許
可リスト２２ｃの受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されているか否かを検索
し、また、記憶されている場合、その受信許可電子メールアドレス２２ｎと関連付けけら
れて記憶された種別２２ｍを得て判断する（ステップＳ１２２）。
【００５９】
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　宛先電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されていて、
得られた種別２２ｍに「履歴」が含まれる場合、即ち、種別２２ｍが「履歴」である、ま
たは、「履歴」及び「編集」である場合、電子メール送受信部２１は、更新記憶させる動
作を終了する（ステップＳ１２３）。この場合、受信許可リスト２２ｃに、既に、宛先電
子メールアドレスが記憶され、その記憶は、電子メール送信履歴２２ｂに起因しているこ
とが示されているので、何ら更新を必要としないからである。
【００６０】
　宛先電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されていて、
得られた種別２２ｍが「編集」である場合、電子メール送受信部２１は、その種別２２ｍ
を「履歴」及び「編集」と変更して、更新記憶させ（ステップＳ１２４）、更新記憶させ
る動作を終了する（ステップＳ１２３）。この場合、受信許可リスト２２ｃに、既に、宛
先電子メールアドレスが記憶されているが、その記憶は、電子メール送信履歴２２ｂにも
起因する旨を更新記憶させる必要があるからである。
【００６１】
　宛先電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されていない
場合、電子メール送受信部２１は、宛先電子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄの受
信拒否電子メールアドレス２２ｑに記憶されているか否かを検索し、また、記憶されてい
る場合、その宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶さ
れているのか、その宛先電子メールアドレスのドメイン名、または、そのアドレスのドメ
イン名の一部が記憶されているのかを判断する（ステップＳ１２５）。
【００６２】
　宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されていない
場合、及び、宛先電子メールアドレスのドメイン名、または、宛先電子メールアドレスの
ドメイン名の一部が受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されている場合、電子
メール送受信部２１は、種別２２ｍとして「履歴」、受信許可電子メールアドレス２２ｎ
として宛先電子メールアドレスである関連付けられた情報を受信許可リスト２２ｃに追加
記憶させ（ステップＳ１２６）、更新記憶させる動作を終了する（ステップＳ１２３）。
【００６３】
　宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されていない
場合、ステップＳ１２６の追加記憶の動作を行わなくとも、電子メール送受信部２１は、
宛先電子メールアドレスを送信元とする電子メールを受信する。しかし、この動作後、許
否リスト編集部２３によって、例えば、宛先電子メールアドレスのドメイン名が受信拒否
電子メールアドレス２２ｑに追加記憶された場合、引き続き、宛先電子メールアドレスを
送信元とする電子メールが受信されるよう、上記の追加記憶の動作が好ましい。
【００６４】
　宛先電子メールアドレスのドメイン名、または、宛先電子メールアドレスのドメイン名
の一部が受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されている場合、上記の追加記憶
の動作を行うことによって、宛先電子メールアドレスを送信元とする電子メールが受信さ
れるようになる。
【００６５】
　ステップＳ１２５で、宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑと
して記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、受信拒否電子メールアドレス２２
ｑが宛先電子メールアドレスである受信拒否リスト２２ｄを削除させ（ステップＳ１２７
）、続いて、種別２２ｍとして「履歴」、受信許可電子メールアドレス２２ｎが宛先電子
メールアドレスである関連付けられた情報を受信許可リスト２２ｃに追加記憶させ（ステ
ップＳ１２６）、更新記憶させる動作を終了する（ステップＳ１２３）。
【００６６】
　ここで、ステップＳ１２７の受信拒否リスト２２ｄの削除の動作なしでも、ステップＳ
１２６の受信許可リスト２２ｃへの追加記憶の動作によって、宛先電子メールアドレスを
送信元とする電子メールが受信されるようになる。そこで、ステップＳ１２７の削除の動
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作なしでも良い。しかし、この削除の動作によれば、後で、ステップＳ１２６の動作によ
って追加記憶された受信許可リスト２２ｃが、許否リスト編集部２３によって削除された
場合でも、宛先電子メールアドレスを送信元とする電子メールが受信される。
【００６７】
　ステップＳ１２５で、宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑと
して記憶されており、かつ、その宛先電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイ
ン名の一部が記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、ステップＳ１２７の受信
拒否電子メールアドレス２２ｑが宛先電子メールアドレスである受信拒否リスト２２ｄを
削除させる動作と、ステップＳ１２６の受信許可電子メールアドレス２２ｎが宛先電子メ
ールアドレスである受信許可リスト２２ｃを追加記憶させる動作とをする（図示せず）。
【００６８】
　なお、宛先電子メールアドレスが複数である場合、電子メール送受信部２１は、それら
の１つづつを対象に、図７に示すフローチャートを参照して説明したステップＳ１２１～
ステップＳ１２７の動作を繰り返す。
【００６９】
　次に、電子メール送受信部２１が電子メールを受信する際、その電子メールの送信元電
子メールアドレスによって、その電子メールを受信するか否かの判断を伴う動作を説明す
る。図８は、電子メール送受信部２１が電子メールを受信する動作のフローチャートを示
す。電子メール送受信部２１は、電子メール着信信号が受信されることを契機とした制御
部１１からの指示によって、電子メールを受信する動作を開始し（ステップＳ２０１）、
メールサーバ装置から送信され、送受信部１３によって受信された電子メールのヘッダを
受信する（ステップＳ２０２）。
【００７０】
　そして、電子メール送受信部２１は、そのヘッダに含まれる、その電子メールの送信元
電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして受信許可リスト２２ｃに
記憶されているか否かを調べる（ステップＳ２０３）。ここで、その送信元電子メールア
ドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が受信許可電子メールアドレス２２ｎに
記憶されていれば、送信元電子メールアドレスが受信許可リスト２２ｃに記憶されている
とみなす。
【００７１】
　記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、その電子メールを受信すると判断し
、その電子メールを受信する旨を送受信部１３に指示してメールサーバ装置に通知し、そ
の通知に応じてメールサーバ装置から送信されたその電子メールの本文、更に、添付ファ
イルが添付されていれば、その添付ファイルを受信する。
【００７２】
　そして、受信されたヘッダに含まれる時刻を受信日時２２ｆに、そのヘッダに含まれる
送信元電子メールアドレスを送信元電子メールアドレス２２ｇに、そのヘッダに含まれる
件名を件名２２ｈに、受信された本文を本文２２ｉに、そして、添付ファイルが受信され
れば、その添付ファイルを添付ファイル２２ｊに設定した電子メール実体２２ａを電子メ
ール記憶部２２に記憶させて（ステップＳ２０４）、電子メールを受信する動作を終了す
る（ステップＳ２０５）。
【００７３】
　一方、ステップＳ２０３で記憶されていない場合、電子メール送受信部２１は、その電
子メールの送信元電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして受信拒
否リスト２２ｄに記憶されているか否かを調べる（ステップＳ２０６）。ここで、送信元
電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が受信拒否電子メールアド
レス２２ｑに記憶されていれば、送信元電子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄに記
憶されているとみなす。
【００７４】
　記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、その電子メールを受信しないと判断
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し、その電子メールを受信しない旨を送受信部１３に指示してメールサーバ装置に送信し
、更に、既に受信されたその電子メールのヘッダを破棄して（ステップＳ２０７）、電子
メールを受信する動作を終了する（ステップＳ２０５）。
【００７５】
　一方、ステップＳ２０６で記憶されていない場合、電子メール送受信部２１は、その電
子メールを受信すると判断し、既に説明したように、その電子メールを受信して、受信さ
れた電子メールを電子メール記憶部２２に記憶させて（ステップＳ２０４）、電子メール
を受信する動作を終了する（ステップＳ２０５）。
【００７６】
　ここで、ステップＳ２０６で記憶されていない場合、上記電子メールの送信元電子メー
ルアドレスは、受信許可リスト２２ｃにも、受信拒否リスト２２ｄにも記憶されていない
ので、電子メール送受信部２１は、その電子メールを直ちには受信せず、その送信元電子
メールアドレスや、件名を表示部１５に表示させ、入力装置１６の所定のキー操作に従っ
て受信するか否かを判断しても良い。
【００７７】
　なお、複数の電子メール着信信号が受信された場合、電子メール送受信部２１は、それ
ぞれの電子メールを対象に、上記電子メールを受信する動作を行う。ここで、電子メール
送受信部２１は、電子メールを受信するか否かの判断に、受信許可リスト２２ｃと、受信
拒否リスト２２ｄとの２つのリストを参照し、電子メール送信履歴２２ｂを参照しないの
で、高速な処理が可能である。特に、電子メール送信履歴２２ｂには、同じ電子メールア
ドレスが重複して記憶されることがあり、電子メール送信履歴２２ｂを参照しないことの
効果は大きい。
【００７８】
　次に、電子メール送受信部２１が電子メール実体２２ａを表示部１５に表示させ、その
表示された電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信された電子メー
ルは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄ
を更新記憶させる動作を説明する。
【００７９】
　図９は、電子メール送受信部２１が電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレ
スから送信された電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／また
は、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作のフローチャートを示す。
【００８０】
　電子メール送受信部２１は、電子メール実体２２ａを表示中に、入力装置１６の所定の
キー操作に従って、その電子メール実体２２ａの送信元電子メールアドレスから送信され
た電子メールは受信されなくする動作を開始する（ステップＳ３０１）。まず、その送信
元の電子メールアドレスが受信許可リスト２２ｃに受信許可電子メールアドレス２２ｎと
して記憶されているか否か、記憶されているとしたら、その電子メールアドレスが記憶さ
れているか、または、その電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部
が記憶されているかを判断する（ステップＳ３０２）。
【００８１】
　その電子メールアドレスが記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、受信許可
電子メールアドレス２２ｎがその電子メールアドレスである受信許可リスト２２ｃを削除
する（ステップＳ３０３）。また、その電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメ
イン名の一部が記記憶されている場合、その旨を表示部１５に表示し、入力装置１６の所
定のキー操作に従った動作を行う（ステップＳ３０４）。
【００８２】
　このステップＳ３０４で行う動作として、少なくとも、以下の３つの動作の選択肢があ
る。第１に、受信許可電子メールアドレス２２ｎが上記ドメイン名、または、ドメイン名
の一部である受信許可リスト２２ｃを削除する。第２に、受信許可リスト２２ｃを更新し
ない。
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【００８３】
　第３に、受信許可電子メールアドレス２２ｎが上記ドメイン名、または、ドメイン名の
一部である受信許可リスト２２ｃを削除し、かつ、電子メール実体２２ａの送信元電子メ
ールアドレスであって、そのアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が削除さ
れた受信許可リスト２２ｃである電子メールアドレスを選択する。そして、選択された電
子メールアドレスを受信許可電子メールアドレス２２ｎとし、「編集」を種別２２ｍとす
る受信許可リスト２２ｃを追加記憶させる。
【００８４】
　なお、その電子メールアドレスが記憶され、かつ、その電子メールアドレスのドメイン
名、または、ドメイン名の一部が記憶されている場合、電子メール送受信部２１は、ステ
ップＳ３０３の動作の後、ステップＳ３０４の動作を行う（図示せず）。
【００８５】
　ステップＳ３０２で記憶されていない場合、ステップＳ３０３の動作を終えた場合、及
び、ステップＳ３０４の動作を終えた場合、電子メール送受信部２１は、上記送信元の電
子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄに受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記
憶されているか否かを判断する。ここで、その電子メールアドレスが記憶されているか、
その電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が記憶されているかを
問わない（ステップＳ３０５）。
【００８６】
　記憶されていない場合、電子メール送受信部２１は、その電子メールアドレスを受信拒
否電子メールアドレス２２ｑとし、「受信」を種別２２ｐとする受信拒否リスト２２ｄを
追加記憶させ（ステップＳ３０６）、送信元の電子メールアドレスから送信された電子メ
ールは受信されなくする動作を終了する（ステップＳ３０７）。記憶されている場合、受
信拒否リスト２２ｄを更新することなく、上記動作を終了する（ステップＳ３０７）。
【００８７】
　次に、電子メール送受信部２１が電子メール送信履歴２２ｂである電子メールアドレス
を表示部１５に表示させ、表示された電子メールアドレスの中で、指定された電子メール
アドレスを電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアド
レスを送信元電子メールアドレスとする電子メールは受信されないように、受信許可リス
ト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作を説明する。
【００８８】
　図１０は、電子メール送受信部２１が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアドレス
を電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送
信元とする電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受
信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作のフローチャートを示す。
【００８９】
　この動作は、上述した、表示された電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレ
スから送信された電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／また
は、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作と類似している。そこで、同じ動作には
同じ符号を付して説明を省略する。
【００９０】
　電子メール送受信部２１は、電子メールアドレスを電子メール送信履歴２２ｂから削除
し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送信元とする電子メールは受信されない
ように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる
動作を開始し、（ステップＳ４０１）。電子メール送信履歴２２ｂである電子メールアド
レスを表示部１５に表示させる。そして、入力装置１６の所定のキー操作に従って、表示
された電子メールアドレスが選択されると、その選択された電子メールアドレスを電子メ
ール送信履歴２２ｂから削除して、更新記憶させる（ステップＳ４０２）。
【００９１】
　図３に示す電子メール送信履歴２２ｂで、空白行は、削除された電子メールアドレスが
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記憶されていた位置を示すが、これに限るものではない。空白行は、例えば、最も古い過
去に送信された電子メールの宛先電子メールアドレスが記憶された位置に移動されても良
い。
【００９２】
　次に、電子メール送受信部２１は、上述した、ステップＳ３０２以降の電子メール実体
２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信された電子メールは受信されないように、
受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作を行
う。なお、上述した説明では、電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスであ
ったものは、この動作では、選択された電子メールアドレスである。
【００９３】
　この、電子メール送信履歴２２ｂである電子メールアドレスの削除は、電子メール送信
履歴２２ｂとして記憶される電子メールアドレスの数に制限があるため、無用な電子メー
ルアドレスを削除して、有用な電子メールアドレスを記憶させるために必要な処理であっ
て、特に、装置の使用者が、その削除された電子メールアドレスへ電子メールを送信しな
いと判断した際に有用である。
【００９４】
　また、この電子メール送信履歴２２ｂである電子メールアドレスの削除に伴い、受信許
可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる効果は、以下の
通りである。即ち、電子メール送信履歴２２ｂに記憶された電子メールアドレスを送信元
とする電子メールは、既に説明したように、装置の使用者の直接の操作なしに、受信され
ることとなる。
【００９５】
　そこで、使用者が電子メールを送信した際、その電子メールの宛先を送信元とする電子
メールは受信しないと判断した際、電子メール送信履歴２２ｂを更新記憶させることが最
も装置の使用者にとって容易な操作である。即ち、後述する、受信許可リスト２２ｃ、及
び、受信拒否リスト２２ｄを編集する操作よりも簡易な操作である。
【００９６】
　なぜなら、電子メール送信履歴２２ｂには、近い過去に送信された電子メールの宛先電
子メールアドレスのみが記憶され、かつ、記憶される電子メールアドレスの個数に限りが
あるため、記憶された電子メールアドレスは、装置の使用者の記憶にあることが多い。そ
こで、装置の使用者が混乱に陥ることがない。
【００９７】
　次に、許否リスト編集部２３が電子メール記憶部２２に記憶された情報を編集する動作
を説明する。許否リスト編集部２３は、入力装置１６の所定のキー操作に従って、受信許
可リスト２２ｃ、及び、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる。
【００９８】
　図１１は、許否リスト編集部２３が受信許可リスト２２ｃを更新記憶させる動作のフロ
ーチャートを示す。許否リスト編集部２３は、入力装置１６の所定のキー操作に基づいた
制御部１１からの指示によって動作を開始する（ステップＳ５０１）。そして、受信許可
リスト２２ｃを読み込む（ステップＳ５０２）。
【００９９】
　ここで、読み込む種別２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎは、動作を開始す
る際の入力装置１６の所定のキー操作に従って決定され、以下の６種のいずれかである。
第１に、受信許可リスト２２ｃに含まれる全ての種別２２ｍ及び受信許可電子メールアド
レス２２ｎである。第２に、種別２２ｍが「履歴」であることを検索条件とする検索によ
って得られた種別２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎである。
【０１００】
　第３に、種別２２ｍが「編集」であることを検索条件とする検索によって得られた種別
２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎである。第４に、種別２２ｍが「履歴」及
び「編集」であること（図４では、「履歴、編集」と図示されている。）を検索条件とす
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る検索によって得られた種別２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎである。
【０１０１】
　第５に、種別２２ｍが「履歴」でなく、かつ、「履歴」及び「編集」でないことを検索
条件とする検索によって得られた種別２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎであ
る。第６に、種別２２ｍが「編集」でなく、かつ、「履歴」及び「編集」でないことを検
索条件とする検索によって得られた種別２２ｍ及び受信許可電子メールアドレス２２ｎで
ある。
【０１０２】
　これらの６種のいずれかを入力装置１６の所定のキー操作に従って選択することにより
、装置の使用者は、第１に、全ての受信許可電子メールアドレス２２ｎを表示させ、第２
に、電子メール送信履歴２２ｂに起因する受信許可電子メールアドレス２２ｎを表示させ
ることができる。また、第３に、許否リスト編集部２３の動作に起因する受信許可電子メ
ールアドレス２２ｎを表示させることができる。
【０１０３】
　更に、第４に、電子メール送信履歴２２ｂに起因し、かつ、許否リスト編集部２３の動
作に起因する受信許可電子メールアドレス２２ｎを表示させることができる。また、第５
に、許否リスト編集部２３の動作のみに起因する受信許可電子メールアドレス２２ｎを表
示させ、第６に、電子メール送信履歴２２ｂのみに起因する受信許可電子メールアドレス
２２ｎを表示させることができる。
【０１０４】
　続いて、許否リスト編集部２３は、読み込まれた受信許可リスト２２ｃの受信許可電子
メールアドレス２２ｎを表示部１５に表示させる（ステップＳ５０３）。ここで、読み込
まれた受信許可リスト２２ｃの種別２２ｍを表示させても良い。また、表示部１５の表示
画面の制約によって、読み込まれた受信許可電子メールアドレス２２ｎの全てを表示部１
５に表示させることができない場合、許否リスト編集部２３は、一部分を表示させ、入力
装置１６の所定のスクロールキーの操作に従って、表示をスクロールさせる。
【０１０５】
　そして、許否リスト編集部２３は、表示された受信許可電子メールアドレス２２ｎの中
から１つ、または複数を入力装置１６の所定のキー操作に従って選択し（ステップＳ５０
４）、選択された受信許可電子メールアドレス２２ｎを対象とする編集コマンドを入力装
置１６の所定のキー操作によって入力する（ステップＳ５０５）。ここで、編集コマンド
は、少なくとも、削除、変更、新規登録の３通りである。なお、このコマンドが新規登録
である場合、ステップＳ５０４の受信許可電子メールアドレス２２ｎの選択動作は行う必
要がない。更に、ステップＳ５０３の電子メールアドレスの表示を必ずしも行う必要がな
い。
【０１０６】
　許否リスト編集部２３は、入力された編集コマンドに従って選択された受信許可電子メ
ールアドレス２２ｎを編集し（ステップＳ５０６）、編集された受信許可電子メールアド
レス２２ｎを受信許可リスト２２ｃとして電子メール記憶部２２に更新記憶させ（ステッ
プＳ５０７）、ステップＳ５０２の受信許可リスト２２ｃを読み込む動作に移る。
【０１０７】
　なお、ステップＳ５０６で、編集された受信許可電子メールアドレス２２ｎに関連付け
られて記憶させる種別２２ｍを説明する。この種別２２ｍは、編集前にその受信許可電子
メールアドレス２２ｎに関連付けられて記憶されていた種別２２ｍと、編集コマンドとに
よって決定される。編集前の種別２２ｍが「編集」である場合、及び、編集コマンドが新
規登録である場合、記憶させる種別２２ｍは「編集」である。
【０１０８】
　編集前の種別２２ｍが「履歴」または「履歴」と「編集」であり、かつ、編集コマンド
が変更である場合、記憶させる種別２２ｍは「履歴」と「編集」である。編集コマンドが
削除の場合、当然、種別２２ｍを記憶させない。このように、記憶させる種別２２ｍを設
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定することによって、装置の使用者は、受信許可電子メールアドレス２２ｎが記憶される
に至った起因を参照することによって、その受信許可電子メールアドレス２２ｎが受信許
可リスト２２ｃに含まれていることが適切であるか否かを容易に判断できる。
【０１０９】
　なお、許否リスト編集部２３は、任意の動作ステップにおいて、入力装置１６の所定の
キー操作に従って、受信許可リスト２２ｃを更新記憶させる動作を終了する（図示せず）
。
【０１１０】
　図１２は、許否リスト編集部２３が受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作のフロ
ーチャートを示す。許否リスト編集部２３は、入力装置１６の所定のキー操作に基づいた
制御部１１からの指示によって動作を開始する（ステップＳ６０１）。そして、受信拒否
リスト２２ｄを読み込む（ステップＳ６０２）。
【０１１１】
　ここで、読み込む種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑは、動作を開始す
る際の入力装置１６の所定のキー操作に従って決定され、以下の６種のいずれかである。
第１に、受信拒否リスト２２ｄに含まれる全ての種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアド
レス２２ｑである。第２に、種別２２ｐが「受信」であることを検索条件とする検索によ
って得られた種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑである。
【０１１２】
　第３に、種別２２ｐが「編集」であることを検索条件とする検索によって得られた種別
２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑである。第４に、種別２２ｐが「受信」及
び「編集」であること（図５では、「受信、編集」と図示されている。）を検索条件とす
る検索によって得られた種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑである。
【０１１３】
　第５に、種別２２ｐが「受信」でなく、かつ、「受信」及び「編集」でないことを検索
条件とする検索によって得られた種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑであ
る。第６に、種別２２ｐが「編集」でなく、かつ、「受信」及び「編集」でないことを検
索条件とする検索によって得られた種別２２ｐ及び受信拒否電子メールアドレス２２ｑで
ある。
【０１１４】
　これらの６種のいずれかを入力装置１６の所定のキー操作に従って選択することにより
、装置の使用者は、第１に、全ての受信拒否電子メールアドレス２２ｑを表示させ、第２
に、受信された電子メールの送信元電子メールアドレスに起因する受信拒否電子メールア
ドレス２２ｑを表示させることができる。また、第３に、許否リスト編集部２３の動作に
起因する受信拒否電子メールアドレス２２ｑを表示させることができる。
【０１１５】
　更に、第４に、受信された電子メールの送信元電子メールアドレスに起因し、かつ、許
否リスト編集部２３の動作に起因する受信拒否電子メールアドレス２２ｑを表示させるこ
とができる。また、第５に許否リスト編集部２３の動作のみに起因する受信拒否電子メー
ルアドレス２２ｑを表示させることができる。第６に、受信された電子メールの送信元電
子メールアドレスのみに起因する受信拒否電子メールアドレス２２ｑを表示させることが
できる。
【０１１６】
　続いて、許否リスト編集部２３は、読み込まれた受信拒否リスト２２ｄの受信拒否電子
メールアドレス２２ｑを表示部１５に表示させる（ステップＳ６０３）。ここで、読み込
まれた受信拒否リスト２２ｄの種別２２ｐを表示させても良い。また、表示部１５の表示
画面の制約によって、読み込まれた受信拒否電子メールアドレス２２ｑの全てを表示部１
５に表示させることができない場合、許否リスト編集部２３は、一部分を表示させ、入力
装置１６の所定のスクロールキーの操作に従って、表示をスクロールさせる。
【０１１７】
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　そして、許否リスト編集部２３は、表示された受信拒否電子メールアドレス２２ｑの中
から１つ、または複数を入力装置１６の所定のキー操作に従って選択し（ステップＳ６０
４）、選択された受信拒否電子メールアドレス２２ｑを対象とする編集コマンドを入力装
置１６の所定のキー操作に従って入力する（ステップＳ６０５）。ここで、編集コマンド
は、少なくとも、削除、変更、新規登録の３通りである。なお、このコマンドが新規登録
である場合、ステップＳ６０４の受信拒否電子メールアドレス２２ｑの選択動作は行う必
要がない。更に、ステップＳ６０３の電子メールアドレスの表示を必ずしも行う必要がな
い。
【０１１８】
　許否リスト編集部２３は、入力された編集コマンドに従って選択された受信拒否電子メ
ールアドレス２２ｑを編集し（ステップＳ６０６）、編集された受信拒否電子メールアド
レス２２ｑを受信拒否リスト２２ｄとして電子メール記憶部２２に更新記憶させ（ステッ
プＳ６０７）、ステップＳ６０２の受信拒否リスト２２ｄを読み込む動作に移る。
【０１１９】
　なお、ステップＳ６０６で、編集された受信拒否電子メールアドレス２２ｑに関連付け
られて記憶させる種別２２ｐを説明する。この種別２２ｐは、編集前にその受信拒否電子
メールアドレス２２ｑに関連付けられて記憶されていた種別２２ｐと、編集コマンドとに
よって決定される。編集前の種別２２ｐが「編集」である場合、及び、編集コマンドが新
規登録である場合、記憶させる種別２２ｐは「編集」である。
【０１２０】
　編集前の種別２２ｐが「受信」または「受信」と「編集」であり、かつ、編集コマンド
が変更である場合、記憶させる種別２２ｐは「受信」と「編集」である。編集コマンドが
削除の場合、当然、種別２２ｐを記憶させない。このように、記憶させる種別２２ｐを設
定することによって、装置の使用者は、受信拒否電子メールアドレス２２ｑが記憶される
に至った起因を参照することによって、その受信拒否電子メールアドレス２２ｑが受信拒
否リスト２２ｄに含まれていることが適切であるか否かを容易に判断できる。
【０１２１】
　なお、許否リスト編集部２３は、任意の動作ステップにおいて、入力装置１６の所定の
キー操作に従って、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作を終了する（図示せず）
。
【０１２２】
　以上の説明で、電子メール送受信部２１は、送信した電子メールの宛先電子メールアド
レスを送信元とする電子メールを受信するため、その電子メールアドレスを受信許可リス
ト２２ｃに記憶させる際、その電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の
一部が受信許可電子メールアドレス２２ｎに記憶されていれば、その電子メールアドレス
を受信許可電子メールアドレス２２ｎに記憶させないとした（図７に示すフローチャート
のステップＳ１２２の動作を参照。）。
【０１２３】
　しかし、これに限るものではない。電子メール送受信部２１は、その電子メールアドレ
スを受信許可電子メールアドレス２２ｎに記憶させても良い。その電子メールアドレスの
ドメイン名、または、ドメイン名の一部と、その電子メールアドレスとが記憶されること
は、記憶に必要な記憶容量の増加を招くものの、上記電子メールアドレスのドメイン名が
許否リスト編集部２３によって削除された際であっても、その電子メールアドレスを送信
元とする電子メールを受信する設定が容易である。
【０１２４】
　以上の説明で、電子メール送受信部２１は、電子メールを受信するか否かの判断の際、
まず、受信許可リスト２２ｃを参照し、次に、受信拒否リスト２２ｄを参照するとした（
図８に示すフローチャートのステップＳ２０３の動作と、ステップＳ２０６の動作の順を
参照。）。この順序は、受信許可リスト２２ｃには電子メールアドレスを記憶させ、受信
拒否リスト２２ｄには、ドメイン名、または、ドメイン名の一部を記憶させる場合、特に
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有効である。
【０１２５】
　即ち、あるドメイン名、または、ドメイン名の一部を持った電子メールアドレスを送信
元とする電子メールは受信しないことを原則としつつ、そのドメイン名、または、ドメイ
ン名の一部を持った電子メールアドレスの中の一部のアドレスを送信元とする電子メール
は受信する処理に適している。
【０１２６】
　電子メールを受信するか否かの判断の際、電子メール送受信部２１は、逆に、まず、受
信拒否リスト２２ｄを参照し、次に、受信許可リスト２２ｃを参照するとしても良い。こ
の順序は、受信拒否リスト２２ｄには電子メールアドレスを記憶させ、受信許可リスト２
２ｃには、ドメイン名、または、ドメイン名の一部を記憶させる場合、特に有効である。
【０１２７】
　即ち、あるドメイン名、または、ドメイン名の一部を持った電子メールアドレスを送信
元とする電子メールは受信することを原則としつつ、そのドメイン名、または、ドメイン
名の一部を持った電子メールアドレスの中の一部のアドレスを送信元とする電子メールは
受信しない処理に適している。
【０１２８】
　ここで、電子メール送受信部２１によってなされる表示部１５の表示、及び、許否リス
ト編集部２３によってなされる表示部１５の表示の幾つかの例を示す。図１３は、許否リ
スト編集部２３によってなされる表示部１５の表示の一例であって、図４に例示した受信
許可電子メールアドレス２２ｎであって、関連付けられて記憶された種別２２ｍとして「
履歴」を含む電子メールアドレスの編集中になされる表示の例である（図１１に示すフロ
ーチャートのステップＳ５０３の動作参照。）。
【０１２９】
　この表示は、表示部１５の最上行に表示されたピクト欄１５ａと、ピクト欄１５ａの下
に表示された許否リスト編集部動作表示１５ｂと、表示部１５の中央部に表示された受信
許可リスト（履歴）表示１５ｃと、表示部１５の最下行に左から右に配置されて表示され
た第１のソフトキー１５ｄと、第２のソフトキー１５ｅと、第３のソフトキー１５ｆとか
らなる。
【０１３０】
　ピクト欄１５ａは、装置が受信している基地局から送信された電波の強度を示すアンテ
ナ状の線画と縦棒からなる図形と、時刻とからなる。時刻は、「１２：３４」、即ち、１
２時３４分と例示した。許否リスト編集部動作表示１５ｂは、許否リスト編集部２３が如
何なる動作中であるか、即ち、受信許可リスト２２ｃの編集中であることを示し、「●受
信許可リスト一覧」と例示した。
【０１３１】
　受信許可リスト（履歴）表示１５ｃは、図４に例示した受信許可電子メールアドレス２
２ｎであって、関連付けられて記憶された種別２２ｍとして「履歴」を含む電子メールア
ドレスが表示されている。この表示されたアドレスの中の１つ、または、複数にはカーソ
ルが置かれ、後述するように、カーソルが置かれたアドレスは、選択の対象となる。カー
ソルは、「ｂｂ＠ｂｂ．ｂｂ．ｂｂ」なるアドレスに置かれていることを例示し、カーソ
ルが置かれていることをハッチングにより示す。
【０１３２】
　第１のソフトキー１５ｄには、「戻る」と表示され、第１のソフトキー１５ｄと近い位
置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、許否リスト編集部２３は、許否リスト
編集部２３の動作であって、図１３に例示した表示がなされる前の段階の動作に戻ること
を示す。
【０１３３】
　第２のソフトキー１５ｅには、「選択」と表示され、第２のソフトキー１５ｅと近い位
置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、許否リスト編集部２３は、カーソルが
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置かれたアドレスを選択することを示す。なお、選択された後、選択されたアドレスは、
例えば、削除され、または、編集される。
【０１３４】
　第３のソフトキー１５ｆには、「全選択」と表示され、第３のソフトキー１５ｆと近い
位置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、許否リスト編集部２３は、表示され
た全てのアドレスを選択することを示す。
【０１３５】
　なお、ピクト欄１５ａの表示は、電子メール送受信部２１が動作中であるか、許否リス
ト編集部２３が動作中であるかを問わず、常に表示部１５の最上行に表示されるので、以
後の説明を省略する。また、第１のソフトキー１５ｄと、第２のソフトキー１５ｅと、第
３のソフトキー１５ｆとの全部、または、一部についても、常に表示部１５の最下行に表
示されるので、以後は、相違点を説明する。
【０１３６】
　図１４は、許否リスト編集部２３によってなされる表示部１５の表示の一例であって、
図５に例示した受信拒否電子メールアドレス２２ｑであって、関連付けられて記憶された
種別２２ｍとして「受信」を含む電子メールアドレスの編集中になされる表示の例である
（図１２に示すフローチャートのステップＳ６０３の動作参照。）。なお、この表示は、
図１３を参照して説明した受信許可電子メールアドレス２２ｎであって、関連付けられて
記憶された種別２２ｍとして「履歴」を含む電子メールアドレスが表示された例と類似し
ている。そこで、同じ表示には同じ符号を付して説明を省略する。
【０１３７】
　許否リスト編集部動作表示１５ｂは、許否リスト編集部２３が受信拒否リスト２２ｄの
編集中であることを示し、「●受信拒否リスト一覧」と例示した。また、表示部１５の中
央部には、図１３では受信許可リスト（履歴）表示１５ｃが表示されていることに代えて
、受信拒否リスト（受信）表示１５ｇが表示されている。
【０１３８】
　受信拒否リスト（受信）表示１５ｇは、図５に例示した受信拒否電子メールアドレス２
２ｑであって、関連付けられた種別２２ｐとして「受信」を含む電子メールアドレスが表
示されている。この表示されたアドレスの中の１つ、または、複数にはカーソルが置かれ
ている。
【０１３９】
　図１５は、電子メール送受信部２１によって電子メールが作成中である場合に（図６に
示すフローチャートのステップＳ１０６の動作参照。）、表示部１５になされる表示の一
例である。ピクト欄１５ａの下に表示された電子メール送受信部動作表示１５ｈには、「
●送信メール作成中」と例示した。
【０１４０】
　表示部１５の中央部に作成中の電子メール１５ｉが表示され、その表示は、電子メール
の宛先電子メールアドレス（Ｔｏ。「ｒｒ＠ｒｒ．ｒｒ．ｒｒ」と例示した。）、件名（
Ｓｕｂ。「明日の件」と例示した。）及び本文（「明日は、９：００に集合です。」と例
示した。）の３つの項目からなる。
【０１４１】
　第１のソフトキー１５ｄには、「送信」と表示され、第１のソフトキー１５ｄと近い位
置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、電子メール送受信部２１は、作成され
た電子メールを送信することを示す。
【０１４２】
　第２のソフトキー１５ｅには、「選択」と表示され、第２のソフトキー１５ｅと近い位
置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、電子メール送受信部２１は、宛先電子
メールアドレス、件名及び本文の３つの項目の中の１項目であって、カーソル（図示せず
）が置かれた項目の編集動作に移ることを示す。
【０１４３】
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　第３のソフトキー１５ｆには、「サブメニュー」と表示され、第３のソフトキー１５ｆ
と近い位置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、電子メール送受信部２１は、
送信メール作成に係わるサブメニューを表示することを示す。
【０１４４】
　図１６は、電子メール送受信部２１によって電子メールが送信動作中である場合に（図
６に示すフローチャートのステップＳ１０７の動作参照。）、表示部１５になされる表示
の一例である。ピクト欄１５ａの下に表示された電子メール送受信部動作表示１５ｈには
、「●メール送信中」と例示した。また、表示部１５の中央部には、「メールを送信しま
した」なる送信完了メッセージ１５ｊが表示されている。
【０１４５】
　また、第２のソフトキー１５ｅには、「ＯＫ」と表示され、第２のソフトキー１５ｅと
近い位置に配置された入力装置１６のキー操作に従って、電子メール送受信部２１は、送
信完了メッセージ１５ｊの表示を終了し、例えば、異なるメールの作成及び送信の動作に
移ることを示す。
【０１４６】
　図１５及び図１６を参照して説明したように、電子メール送受信部２１によって、「ｒ
ｒ＠ｒｒ．ｒｒ．ｒｒ」なる宛先電子メールアドレスへ電子メールが送信された後、許否
リスト編集部２３によってなされる表示部１５の表示の２つの例を説明する。まず、図１
７は、受信許可電子メールアドレス２２ｎであって、関連付けられて記憶された種別２２
ｍとして「履歴」を含む電子メールアドレスの編集中になされる表示の例である。
【０１４７】
　この図１７に示す例は、既に図１３に例示した許否リスト編集部２３によってなされる
表示部１５の表示と類似しており、その表示との相違点を説明する。受信許可リスト（履
歴）表示１５ｃには、図１３に示した例と比較して、「ｒｒ＠ｒｒ．ｒｒ．ｒｒ」なる電
子メールアドレスが追加されている。これは、電子メール送信履歴２２ｂに起因して、受
信許可リスト２２ｃにこの電子メールアドレスが追加されたことを示す（図７に示すフロ
ーチャートのステップＳ１２６の動作参照。）。
【０１４８】
　次に、図１８は、受信拒否電子メールアドレス２２ｑであって、関連付けられて記憶さ
れた種別２２ｍとして「受信」を含む電子メールアドレスの編集中になされる表示の例で
ある。
【０１４９】
　この図１８に示す例は、既に図１４に例示した許否リスト編集部２３によってなされる
表示部１５の表示と類似しており、その表示との相違点を説明する。受信拒否リスト（受
信）表示１５ｇには、図１４に示した例と比較して、「ｒｒ＠ｒｒ．ｒｒ．ｒｒ」なる電
子メールアドレスが表示されていない。これは、電子メール送信履歴２２ｂに起因して、
受信拒否リスト２２ｄからこの電子メールアドレスが削除されたことを示す（図７に示す
フローチャートのステップＳ１２７の動作参照。）。
【０１５０】
（第２の実施形態）
　図１９は、本発明の第２の実施形態に係わる通信装置が適用された移動通信端末装置の
構成を示すブロック図である。
【０１５１】
　この移動通信端末装置は、第１の実施形態に係る移動通信端末装置と類似しており、同
じ部分には同じ符号を付して説明を省略し、相違点を説明する。即ち、この移動通信端末
装置は、第１の実施形態に係る移動通信端末装置と比較して、電子メール送受信部２１に
代えて電子メール送受信部２１－２を備え、許否リスト編集部２３に代えて許否リスト編
集部２３－２を備える。そして、電子メール記憶部２２には、受信許可リスト２２ｃが記
憶されない。
【０１５２】
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　電子メール送受信部２１－２の動作であって、電子メール送受信部２１の動作と相違す
る点を説明する。電子メール送受信部２１－２は、いずれの動作にあっても、受信許可リ
スト２２ｃを参照し、また、受信許可リスト２２ｃを記憶させる動作を行わない。
【０１５３】
　まず、電子メール送受信部２１－２が電子メールを送信する際の相違点を説明する。電
子メール送受信部２１－２は、図６に示すフローチャートのステップＳ１０９の、電子メ
ール送信履歴２２ｂに記憶された電子メールアドレスを送信元とする電子メールは受信さ
れるように、記憶されている受信拒否リスト２２ｄに従って、受信拒否リスト２２ｄを更
新記憶させる動作を以下のように行う。
【０１５４】
　図２０は、電子メール送受信部２１－２のステップＳ１０９の受信拒否リスト２２ｄを
更新記憶させる動作のフローチャートを示す。この動作は、図７に示すフローチャートを
参照して説明した、第１の実施形態に係る電子メール送受信部２１のステップＳ１０９の
動作と類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ符号を付して説明を省略する。
【０１５５】
　電子メール送受信部２１－２は、ステップＳ１２１の動作開始後、ステップＳ１２５の
宛先電子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄの受信拒否電子メールアドレス２２ｑに
記憶されているか否かを検索し、また、記憶されている場合、その宛先電子メールアドレ
スが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されているのか、その宛先電子メール
アドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が記憶されているのかを判断する動作
に移る。
【０１５６】
　宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶されていない
場合、電子メール送受信部２１－２は、ステップＳ１２３の更新記憶させる動作を終了す
る動作に移る。宛先電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレス２２ｑとして記憶
されている場合、ステップＳ１２７の受信拒否電子メールアドレス２２ｑが宛先電子メー
ルアドレスである受信拒否リスト２２ｄを削除させる動作に移る。
【０１５７】
　宛先電子メールアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が受信拒否電子メー
ルアドレス２２ｑとして記憶されている場合、電子メール送受信部２１－２は、その旨を
表示部１５に表示し、入力装置１６の所定のキー操作に従った動作を行って（ステップＳ
７０１）、ステップＳ１２３の更新記憶させる動作を終了する動作に移る。
【０１５８】
　このステップＳ７０１で行う動作として、少なくとも、以下の３つの動作の選択肢があ
る。第１に、受信拒否電子メールアドレス２２ｑがそのドメイン名、または、ドメイン名
の一部である受信拒否リスト２２ｄを削除する。第２に、受信拒否リスト２２ｄを更新し
ない。
【０１５９】
　第３に、受信拒否電子メールアドレス２２ｑがそのドメイン名、または、ドメイン名の
一部である受信拒否リスト２２ｄを削除し、かつ、電子メール実体２２ａの送信元電子メ
ールアドレスであって、そのアドレスのドメイン名、または、ドメイン名の一部が削除さ
れた受信許可リスト２２ｃの受信拒否電子メールアドレス２２ｑである電子メールアドレ
スを選択する。そして、選択された電子メールアドレスを受信拒否電子メールアドレス２
２ｑとし、「編集」を種別２２ｐとする受信拒否リスト２２ｄを追加記憶させる。
【０１６０】
　なお、その電子メールアドレスが記憶され、かつ、その電子メールアドレスのドメイン
名、または、ドメイン名の一部が記憶されている場合、電子メール送受信部２１－２は、
ステップＳ１２７の動作の後、ステップＳ７０１の動作を行う（図示せず）。
【０１６１】
　次に、電子メール送受信部２１－２が電子メールを受信する際の相違点を説明する。電
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子メール送受信部２１－２は、電子メールを受信する際、その電子メールの送信元電子メ
ールアドレスによって、その電子メールを受信するか否かの判断を伴う動作をする。図２
１は、電子メール送受信部２１－２が電子メールを受信する動作のフローチャートを示す
。
【０１６２】
　この動作は、図８に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る電
子メール送受信部２１の電子メールを受信する動作と類似している。そこで、同じ動作ス
テップには同じ符号を付して説明を省略する。
【０１６３】
　電子メール送受信部２１－２は、ステップＳ２０２の電子メールのヘッダ受信後、ステ
ップＳ２０６のその電子メールの送信元電子メールアドレスが受信拒否電子メールアドレ
ス２２ｑとして受信拒否リスト２２ｄに記憶されているか否かを調べる動作に移る。
【０１６４】
　次に、電子メール送受信部２１－２が電子メール実体２２ａを表示部１５に表示させ、
その表示された電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信された電子
メールは受信されないように、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作を説明する。
【０１６５】
　図２２は、電子メール送受信部２１－２が電子メール実体２２ａの送信元の電子メール
アドレスから送信された電子メールは受信されないように、受信拒否リスト２２ｄを更新
記憶させる動作のフローチャートを示す。
【０１６６】
　この動作は、図９に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る電
子メール送受信部２１が電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信さ
れた電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否
リスト２２ｄを更新記憶させる動作に類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ
符号を付して説明を省略する。
【０１６７】
　電子メール送受信部２１－２は、ステップＳ３０１の動作開始後、ステップＳ３０５の
上記送信元の電子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄに受信拒否電子メールアドレス
２２ｑとして記憶されているか否かを判断する動作に移る。
【０１６８】
　次に、電子メール送受信部２１－２が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアドレス
を電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送
信元とする電子メールは受信されないように、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動
作を説明する。
【０１６９】
　図２３は、電子メール送受信部２１－２が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアド
レスを電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレス
を送信元とする電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または
、受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作のフローチャートを示す。
【０１７０】
　この動作は、図１０に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る
電子メール送受信部２１が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアドレスを電子メール
送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送信元とする電
子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト
２２ｄを更新記憶させる動作に類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ符号を
付して説明を省略する。
【０１７１】
　電子メール送受信部２１－２は、ステップＳ４０２の動作終了後、ステップＳ３０５の
上記送信元の電子メールアドレスが受信拒否リスト２２ｄに受信拒否電子メールアドレス
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２２ｑとして記憶されているか否かを判断する動作に移る。
【０１７２】
　次に、許否リスト編集部２３－２の動作であって、許否リスト編集部２３の動作と相違
する点を説明する。許否リスト編集部２３－２は、図１１に示すフローチャートを参照し
て説明した受信許可リスト２２ｃを更新記憶させる動作を行わない。
【０１７３】
　この第２の実施形態に係わる移動通信端末装置は、第１の実施形態に係わる移動通信端
末装置と比較して、電子メール記憶部２２には、受信許可リスト２２ｃが記憶されないた
め、記憶容量の削減が可能である。また、電子メール送受信部２１－２及び許否リスト編
集部２３－２は、受信許可リスト２２ｃを参照し、また、受信許可リスト２２ｃを記憶さ
せる動作を行わないため、処理の削減が可能である。
【０１７４】
（第３の実施形態）
　図２４は、本発明の第３の実施形態に係わる通信装置が適用された移動通信端末装置の
構成を示すブロック図である。
【０１７５】
　この移動通信端末装置は、第１の実施形態に係る移動通信端末装置と類似しており、同
じ部分には同じ符号を付して説明を省略し、相違点を説明する。即ち、この移動通信端末
装置は、第１の実施形態に係る移動通信端末装置と比較して、電子メール送受信部２１に
代えて電子メール送受信部２１－３を備え、許否リスト編集部２３に代えて許否リスト編
集部２３－３を備える。そして、電子メール記憶部２２には、受信拒否リスト２２ｄが記
憶されない。
【０１７６】
　電子メール送受信部２１－３の動作であって、電子メール送受信部２１の動作と相違す
る点を説明する。電子メール送受信部２１－３は、いずれの動作にあっても、受信拒否リ
スト２２ｄを参照し、また、受信拒否リスト２２ｄを記憶させる動作を行わない。
【０１７７】
　まず、電子メール送受信部２１－３が電子メールを送信する際の相違点を説明する。電
子メール送受信部２１－３は、図６に示すフローチャートのステップＳ１０９の、電子メ
ール送信履歴２２ｂに記憶された電子メールアドレスを送信元とする電子メールは受信さ
れるように、記憶されている受信許可リスト２２ｃに従って、受信許可リスト２２ｃを更
新記憶させる動作を以下のように行う。
【０１７８】
　図２５は、電子メール送受信部２１－３のステップＳ１０９の受信許可リスト２２ｃを
更新記憶させる動作のフローチャートを示す。この動作は、図７に示すフローチャートを
参照して説明した、第１の実施形態に係る電子メール送受信部２１のステップＳ１０９の
動作と類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ符号を付して説明を省略する。
【０１７９】
　電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ１２２の宛先電子メールアドレスが受信許
可リスト２２ｃの受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されているか否かを検索
し、また、記憶されている場合、その受信許可電子メールアドレス２２ｎと関連付けけら
れて記憶された種別２２ｍを得て判断する動作後、宛先電子メールアドレスが受信許可電
子メールアドレス２２ｎとして記憶されていて、得られた種別２２ｍに「履歴」が含まれ
る場合、ステップＳ１２３の動作終了に移る。
【０１８０】
　宛先電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されていて、
得られた種別２２ｍが「編集」である場合、電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ
１２４のその種別２２ｍを「履歴」及び「編集」と変更して、更新記憶させる動作に移る
。
【０１８１】
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　宛先電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして記憶されていない
場合、電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ１２６の種別２２ｍとして「履歴」、
受信許可電子メールアドレス２２ｎが宛先電子メールアドレスである関連付けられた情報
を受信許可リスト２２ｃに追加記憶させる動作に移る。
【０１８２】
　次に、電子メール送受信部２１－３が電子メールを受信する際の相違点を説明する。電
子メール送受信部２１－３は、電子メールを受信する際、その電子メールの送信元電子メ
ールアドレスによって、その電子メールを受信するか否かの判断を伴う動作をする。図２
６は、電子メール送受信部２１－３が電子メールを受信する動作のフローチャートを示す
。
【０１８３】
　この動作は、図８に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る電
子メール送受信部２１の電子メールを受信する動作と類似している。そこで、同じ動作ス
テップには同じ符号を付して説明を省略する。
【０１８４】
　電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ２０３の、受信されたヘッダに含まれる送
信元電子メールアドレスが受信許可電子メールアドレス２２ｎとして受信許可リスト２２
ｃに記憶されているか否かを調べる動作の後、記憶されている場合、ステップＳ２０４の
その電子メールを受信する動作に移る。一方、記憶されていない場合、ステップＳ２０７
のその電子メールを受信しない動作に移る。
【０１８５】
　次に、電子メール送受信部２１－３が電子メール実体２２ａを表示部１５に表示させ、
その表示された電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信された電子
メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃを更新記憶させる動作を説明する。
【０１８６】
　図２７は、電子メール送受信部２１－３が電子メール実体２２ａの送信元の電子メール
アドレスから送信された電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃを更新
記憶させる動作のフローチャートを示す。
【０１８７】
　この動作は、図９に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る電
子メール送受信部２１が電子メール実体２２ａの送信元の電子メールアドレスから送信さ
れた電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否
リスト２２ｄを更新記憶させる動作に類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ
符号を付して説明を省略する。
【０１８８】
　ステップＳ３０２で記憶されていない場合、ステップＳ３０３の動作を終えた場合、及
び、ステップＳ３０４の動作を終えた場合、電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ
３０７の動作終了に移る。
【０１８９】
　次に、電子メール送受信部２１－３が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアドレス
を電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送
信元とする電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃを更新記憶させる動
作を説明する。
【０１９０】
　図２８は、電子メール送受信部２１－３が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアド
レスを電子メール送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレス
を送信元とする電子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃを更新記憶させ
る動作のフローチャートを示す。
【０１９１】
　この動作は、図１０に示すフローチャートを参照して説明した、第１の実施形態に係る
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電子メール送受信部２１が電子メール送信履歴２２ｂの電子メールアドレスを電子メール
送信履歴２２ｂから削除し、かつ、その削除された電子メールアドレスを送信元とする電
子メールは受信されないように、受信許可リスト２２ｃ、及び／または、受信拒否リスト
２２ｄを更新記憶させる動作に類似している。そこで、同じ動作ステップには同じ符号を
付して説明を省略する。
【０１９２】
　ステップＳ３０２で記憶されていない場合、ステップＳ３０３の動作を終えた場合、及
び、ステップＳ３０４の動作を終えた場合、電子メール送受信部２１－３は、ステップＳ
３０７の動作終了に移る。
【０１９３】
　次に、許否リスト編集部２３－３の動作であって、許否リスト編集部２３の動作と相違
する点を説明する。許否リスト編集部２３－３は、図１２に示すフローチャートを参照し
て説明した受信拒否リスト２２ｄを更新記憶させる動作を行わない。
【０１９４】
　この第３の実施形態に係わる移動通信端末装置は、第１の実施形態に係わる移動通信端
末装置と比較して、電子メール記憶部２２には、受信拒否リスト２２ｄが記憶されないた
め、記憶容量の削減が可能である。また、電子メール送受信部２１－３及び許否リスト編
集部２３－３は、受信拒否リスト２２ｄを参照し、また、受信拒否リスト２２ｄを記憶さ
せる動作を行わないため、処理の削減が可能である。
【０１９５】
（その他の実施形態）
　以上の説明では、受信許可リスト２２ｃと、受信拒否リスト２２ｄとは、分けて記憶さ
れるとしたが、これに限るものではない。一体として記憶されても良い。一体として記憶
される場合、更に、受信をするアドレスであるか、受信をしないアドレスであるかを示す
情報が関連付けられて記憶される。
【０１９６】
　また、受信をするアドレスが先に検索されるように記憶させるか、または、受信をしな
いアドレスが先に検索されるように記憶させるかは、既に説明したように、電子メール送
受信部２１は、電子メールを受信するか否かの判断の際、受信許可リスト２２ｃを先に参
照するか、または、受信拒否リスト２２ｄを先に参照するに対応し、適宜選択される。
【０１９７】
　装置が電子メールアドレスと、そのアドレスに対応する氏名とを関連付けて記憶するア
ドレス帳（図示せず）を有する場合、装置の各部は、電子メールアドレスを表示部１５に
表示させる際、その電子メールアドレスに代えて、または、加えて、その電子メールアド
レスと関連付けてアドレス帳に記憶された氏名を表示部１５に表示させても良い。
【０１９８】
　以上の説明は、移動通信端末装置は、１つの電子メールアドレスに対応し、その電子メ
ールアドレスを送信元とする電子メールを送信し、また、その電子メールアドレスを宛先
とする電子メールを受信するとしたが、これに限るものではない。複数の電子メールアド
レスに対応するとしても良い。
【０１９９】
　移動通信端末装置が複数の電子メールアドレスに対応する場合、装置は、電子メール実
体２２ａ、電子メール送信履歴２２ｂ、受信許可リスト２２ｃ及び受信拒否リスト２２ｄ
に記憶される関連付けられた情報毎に、自装置に対応する電子メールアドレスであって、
その情報に係わる電子メールアドレスを併せて記憶させる。または、それらの電子メール
毎に、異なる電子メール実体２２ａ、電子メール送信履歴２２ｂ、受信許可リスト２２ｃ
及び受信拒否リスト２２ｄを備えるとしても良い。
【０２００】
　更に、受信許可リスト２２ｃであって、種別２２ｍに「編集」を含むもの、及び、受信
拒否リスト２２ｄであって、種別２２ｐに「編集」を含むものは、全ての自装置に対応す
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る電子メールアドレスに対して共通であるとしても良い。即ち、受信許可リスト２２ｃで
あって、種別２２ｍが「履歴」であるもの、及び、受信拒否リスト２２ｄであって、種別
２２ｐが「受信」であるものは、自装置に対応する電子メールアドレスのそれぞれに対し
て別個に記憶される。
【０２０１】
　以上の説明は、本発明を移動通信端末装置に適用した例によって行った。しかし、本発
明は、パソコンなどの全ての電子メールを送受信する装置に適用することが当然に可能で
ある。更には、本発明は、メールサーバ装置に適用することが可能である。メールサーバ
装置は、複数の装置から送信された電子メールを複数の装置に受信させる。しかし、この
処理は、上記説明した、移動通信端末装置が複数の電子メールアドレスに対応する場合の
処理と同じである。
【０２０２】
　なお、電子メール送受信部２１、２１－２、２１－３、及び、許否リスト編集部２３、
２３－２、２３－３は、コンピュータを利用して動作するプログラムであっても良い。本
発明は以上の構成に限定されるものではなく、種々の変形が可能である。
【図面の簡単な説明】
【０２０３】
【図１】本発明の第１の実施形態に係る移動通信端末装置の構成を示すブロック図。
【図２】本発明の第１の実施形態に係る電子メール実体の構成の一例を示す図。
【図３】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送信履歴の構成の一例を示す図。
【図４】本発明の第１の実施形態に係る受信許可リストの構成の一例を示す図。
【図５】本発明の第１の実施形態に係る受信拒否リストの構成の一例を示す図。
【図６】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部の電子メールを送信する動作
のフローチャート。
【図７】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部が宛先電子メールアドレスを
送信元とする電子メールを受信する設定とする動作のフローチャート。
【図８】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メールを受信するか否
かを判断して、その電子メールを受信し、または、受信しない動作のフローチャート。
【図９】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部が受信された電子メールの送
信元から送信された電子メールを受信しない設定とする動作のフローチャート。
【図１０】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メール送信履歴に記
憶された電子メールアドレスを送信元とする電子メールを受信しない設定とする動作のフ
ローチャート。
【図１１】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部の受信許可リストを編集する
動作のフローチャート。
【図１２】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部の受信拒否リストを編集する
動作のフローチャート。
【図１３】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部によって受信許可電子メール
アドレスが表示部に表示された例（その１）。
【図１４】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部によって受信拒否電子メール
アドレスが表示部に表示された例（その１）。
【図１５】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部によって作成中の電子メー
ルが表示部に表示された例。
【図１６】本発明の第１の実施形態に係る電子メール送受信部によって電子メールが送信
中である旨が表示部に表示された例。
【図１７】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部によって受信許可電子メール
アドレスが表示部に表示された例（その２）。
【図１８】本発明の第１の実施形態に係る許否リスト編集部によって受信拒否電子メール
アドレスが表示部に表示された例（その２）。
【図１９】本発明の第２の実施形態に係る移動通信端末装置の構成を示すブロック図。
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【図２０】本発明の第２の実施形態に係る電子メール送受信部が宛先電子メールアドレス
を送信元とする電子メールを受信する設定とする動作のフローチャート。
【図２１】本発明の第２の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メールを受信するか
否かを判断して、その電子メールを受信し、または、受信しない動作のフローチャート。
【図２２】本発明の第２の実施形態に係る電子メール送受信部が受信された電子メールの
送信元から送信された電子メールを受信しない設定とする動作のフローチャート。
【図２３】本発明の第２の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メール送信履歴に記
憶された電子メールアドレスを送信元とする電子メールを受信しない設定とする動作のフ
ローチャート。
【図２４】本発明の第３の実施形態に係る移動通信端末装置の構成を示すブロック図。
【図２５】本発明の第３の実施形態に係る電子メール送受信部が宛先電子メールアドレス
を送信元とする電子メールを受信する設定とする動作のフローチャート。
【図２６】本発明の第３の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メールを受信するか
否かを判断して、その電子メールを受信し、または、受信しない動作のフローチャート。
【図２７】本発明の第３の実施形態に係る電子メール送受信部が受信された電子メールの
送信元から送信された電子メールを受信しない設定とする動作のフローチャート。
【図２８】本発明の第３の実施形態に係る電子メール送受信部が電子メール送信履歴に記
憶された電子メールアドレスを送信元とする電子メールを受信しない設定とする動作のフ
ローチャート。
【符号の説明】
【０２０４】
１５　表示部
１５ｂ　許否リスト編集部動作表示
１５ｃ　受信許可リスト（履歴）表示
１５ｇ　受信拒否リスト（受信）表示
１５ｈ　電子メール送受信部動作表示
１５ｉ　作成中の電子メール
１５ｊ　送信完了メッセージ
１６　入力装置
２１、２１－２、２１－３　電子メール送受信部
２２　電子メール記憶部
２２ａ　電子メール実体
２２ｂ　電子メール送信履歴
２２ｃ　受信許可リスト
２２ｄ　受信拒否リスト
２２ｍ、２２ｐ　種別
２２ｎ　受信許可電子メールアドレス
２２ｑ　受信拒否電子メールアドレス
２３、２３－２、２３－３　許否リスト編集部
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